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原子力システム研究開発事業「マイナーアクチニドの中性子核データ精度向上に係る研究開発」の一環

として、京大炉ライナックにおいて、可変中性子スペクトル場を構築し、放射化法によるマイナーアクチ

ニドの中性子捕獲断面積測定を行った。 
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1. 緒言 

マイナーアクチニド（MA）を中心とする放射性廃棄物低減技術のために、放射性核種の核データの精度

向上が求められている。本研究は、「マイナーアクチニドの中性子核データ精度向上に係る研究開発」の一

環として、MA 核種の熱中性子捕獲断面積の高精度化を目指し、放射化法による MA の捕獲断面積測定を

行った。放射化法に適用するための可変中性子スペクトル場を京大炉ライナックに構築し、Time-of-flight

（TOF）法により中性子スペクトルを導出した。本中性子場を適用し、放射化で生成させた核種の量をγ線

分光法やα線分光法を適用して測定し、Np-237 等の熱中性子捕獲断面積を測定した。 

2. 実験・解析 

 Np-237 等の照射サンプルは、京大炉ライナックのターゲッ

ト室において照射した。中性子束の決定には、Au や Co 箔を

用いた。可変中性子場の構築では、軽水モデレータに混ぜる

ホウ酸水量を変化させることによって、異なる中性子場を生

成し、放射化実験に適用するとともに、TOF 測定により中性

子スペクトルを決定した。図 1 に TOF 測定で得られた各中性

子場での中性子スペクトルを示す。熱外中性子領域では、そ

れぞれの条件において中性子束に違いは見られないが、熱中

性子領域においては各条件において中性子束に明らかな違い

を確認することができた。本解析では、様々な硬さの中性子

スペクトルと核データライブラリから MA と Au の捕獲反応

率を計算し、測定した放射化量と比較した。本講演では、開発した中性子場の特徴、結果と得られた断面

積、誤差評価等について議論を行う。 

本報告は、文部科学省の原子力システム研究開発事業による委託業務として、国立研究開発法人日本原

子力研究開発機構が実施した平成 27、28 年度の「マイナーアクチニドの中性子核データ精度向上に係る研

究開発」の成果である。 
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図 1 TOF 測定によって得られた 
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